
「みそラーメン」の表現を参考にして，
３種類のラーメンを言葉のリズムや抑揚を生かして表現してみよう。

活動 1

しょうゆラーメン

しおラーメン

とんこつラーメン

具材 　ネギ  ゴマ  もやし  ワカメ  コーン  バター  メンマ  チャーシュー  煮
に

卵
たまご

  紅ショウガ  半熟卵

ラーメンや具材を選び直し，交流したことを参考に，もう一度作品をつくってみよう。

活動 1 の3種類のラーメンから一つを選び，それに合わせる具材を自由に選んで，
言葉のリズムや抑揚を生かして表現しよう。

活動 2

選んだ具材

活動 2 で選んだラーメンごとに二人〜三人のグループをつくり，
ラーメンと具材とを重ねて，それぞれの作品を表現してみよう。
また，グループ内のラーメンと具材を自由に重ねて表現し，交流しよう。

活動 3

交流したことを記録しておこう。

具材

ラーメン

中学音楽 ２・３下

選んだラーメン

年 組

言葉のリズムや抑
よ く

揚
よ う

を生かして表現してみよう

指導者用デジタル教科書（教材）
	 指導者用デジタル教科書を指導書の中に位置づけ，よりお求めやすくいたします。
	 教科書紙面の他，コンテンツも多数収め，授業の可能性をひらきます。

CD
●	中学音楽

	 範唱・伴奏CD	☞1年…４CD，2・3年上…４CD，２・３年下…4CD
	 歌唱教材の範唱及び伴奏を全曲収録しています。
	 生徒が曲のイメージをより的確につかめるように配慮しました。

	 合唱パート別練習用CD	☞1年…3CD，2・3年上…3CD，２・３年下…3CD
	 合唱教材を，各パート別に収録しています。各パートを理解するためのサンプル音源として，
	 また効率よく練習するためのツールとしてお使いいただけます。

	 鑑賞CD	☞1年…４CD，2・3年上…４CD，２・３年下…4CD
	 鑑賞教材及び教科書に掲載している比較聴取教材などを多数収録しています。

●	中学器楽

	 範奏CD	☞1～3年用…2CD
	 各種楽器の奏法や基礎練習，及び重奏・合奏の範奏をもれなく収録しています。
	 生徒が曲のイメージをより的確につかめるように配慮しました。

解説編
●	中学音楽では，〈学びのユニットについて〉〈年間指導計画（モデルプラン）〉
	〈評価計画（モデルプラン）〉〈赤刷〉〈学びのユニット〉〈教材解説〉〈資料 特別支援教育〉を，
	 中学器楽は，〈学びのユニットについて〉〈指導計画・評価計画〉〈学びのユニットの特徴〉
	〈学びのユニット〉〈赤刷〉〈楽器解説〉を，詳しく丁寧に扱っています。

教師用指導書

教師用指導書・デジタル教科書等のご紹介

解説編・指導者用デジタル教科書（教材）・伴奏編・CDを
セットにした大変便利な製品をご用意しております。

伴奏編
●	中学音楽　
	 歌唱教材の本伴奏，簡易伴奏，参考楽譜を掲載しました。
	 必要に応じて各種の伴奏譜を用いながら，授業を進めることができます。
	 指導書独自の参考教材も掲載してあります。

●	中学器楽　
	 教材曲をピアノ伴奏付きで掲載しました。
	 各練習曲や「名曲旋律集」などは，
	 生徒の意欲を喚起するようにアレンジを工夫しています。

楽譜連動再生…再生部分がハイライト（着色）表示されます。
音源は範唱やカラピアノなど，利用場面に合わせたものを
添えます。

創作ツール…題材にそった創作を可能にするツールを
適宜用意します。また，ツールバーにも，音色や長さを指定して
活動を促すツールをおきます。

動画…教科書で扱うリコーダーや箏などの範奏映像が
簡単に視聴できます。

ワークシート…表示やプリントができます。
全ユニットのワークシートをご用意しております。

青空へのぼろう
作詞 中野郁子　作曲 平吉毅州　編曲 及川春恵

本伴奏 � 教科書zp.4
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１年
「青空へ
のぼろう」
本伴奏

NEW!

40 41

SAMPLE



天台声明zp.54 ケチャzp.55 布農〈ブヌン〉
族の合唱zp.55

声の出し方や発音に着目して，声の音
ね

色
いろ

（おんしょく）や表現している旋
せん

律
りつ

の特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

何が同じで, 何が違
ち が

う？
声の出し方から，音楽の特

とく

徴
ちょう

をみていこう。

声の音色の特徴

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

やケチャ，布農〈ブヌン〉族の合唱についても比較しながら整理してみよう。

表現している旋律の特徴

自分が着目したこと

八
や

木
ぎ

節 魔
ま

 王
おう

それぞれの音楽の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

八木節zp.54 魔 王zp.44

ホーミー

ホーミーzp.55

60

弦げ
ん

楽が
く

合
奏
の
豊
か
な
表
現
を
聴き

き
取
ろ
う
。

「弦楽合奏のセレナード」は，弦楽合奏用に作曲され，
チャイコフスキーの代表作の一つとして広く親しまれています。
各楽器の音色や響

ひび

きを味わいながら鑑
かん

賞
しょう

してみましょう。

ヴィヴァルディ作曲「春」第１楽章と比較して，
気がついたことや感じ取ったことをまとめ交流しよう。

ピョートル・イリイチ・
チャイコフスキー
［1840 -1893］

第1ヴァイオリン

弦
げ ん

楽
が く

合奏のセレナード 第１楽章
チャイコフスキー 作曲

第2ヴァイオリン

ヴィオラ

チェロ
コントラバス

東
とう

京
きょう

都交
こう

響
きょう

楽団 指揮：小
こ

泉
いずみ

和
かず

裕
ひろ

学習資料  弦楽アンサンブルに用いられる楽器z口絵④

コントラバスは，チェロの1オクターヴ下の音が鳴ります。

61

近・現代の弦楽合奏の響きを聴き取り，楽曲全体の構成について考えながら聴き深めます。 見方・考え方の
ヒント

冒頭の主題

第１楽章は「ソナチネ形式の小品」と題されていて，
提示部の後すぐに再現部となり，コーダは冒頭の主題を再現する
おおまかに楽曲全体の構成を捉えるとともに，
近・現代の弦楽オーケストラの音色や響きを味わい，
バロック期の弦楽合奏と比較鑑賞する

特徴については，音楽の要素や構造に対する気づきだけではなく，
その質的な内容にも注目させる
具体的には，聴き取ったこと・感じ取ったこと，
気づいたこと・雰囲気や味わいなどについて発問する

声の音色，声の出し方（発声）や発音の仕方，言葉の有無などに着目

旋律の動き方，装飾，音階や調性，形式や構成，言語の有無や
種類による歌い方の違いなどに着目

声と楽器の合わせ方，衣装や楽器と音楽との関係，作詞・作曲家の有無，
演奏される場，歌詞の内容や音楽が生まれた背景などに着目

考えたり紹介したりする際，実際に声の出し方をまねたり旋律の一部を歌ったりして
表現活動を伴わせ，言語のみの活動にならないように配慮する

合唱曲やポピュラーミュージックのライブ演奏など，
必要に応じて生徒の興味関心のある声の要素も加えてみる

評価計画
（モデルプラン）

年間指導計画
（モデルプラン）

中学音楽   音楽のおくりもの
教師用指導書  解説編

学びのユニット 資料
特別支援教育教材解説

1 学びのユニット
について 赤　刷

《工夫の例》  アの「ポッポー」だけ一定の速度で表現させ，他の言葉は自由に速度で好き勝手に表現させる。

《重ね方の例》

 言葉と言葉が偶然重なったり，上手い具合にズレたりしたときの重なりの面白さを感じ取られせることが重
要なこととなる。

テーマにそった簡単なストーリーを想像し，構成や言葉の重ね方を工夫して，
イメージに合った音楽をつくろう。始め方と終わり方も工夫しよう。

 ここで，テーマを膨らませて簡単なストーリーを考えさせるわけであるが，教科書の例のように３部構成でも
良いし，４こまマンガのように起承転結の４部構成でも良い。ただし，あまり複雑にならないよう指導すること
が大切である。
 構成を工夫する場合，「始め方」「盛り上げ方」「終わり方」を工夫させることはとても重要である。

《始め方の工夫の例》  ・一人ずつ静かに入る。
  ・全員で一斉に強く入る。
《盛り上げ方の工夫の例》 ・段々強くする。
  ・段々速くして，さらに強くしていく。
  ・途中で一人になったりする。
《終わり方の工夫の例》 ・全員で一斉に終わる。
  ・一人ずつ抜けて段々弱くなって終わる。

 構成図を作らせることはとても重要である。教科書の構成図の欄では，細かい部分までは書き表せないの
で，グループに１枚大きめの紙を用意すると良い。

 創作の活動というと，五線紙上に西洋音楽の仕組みに則って音符や休符を並べて「曲」をつくる，いわゆる
作曲を頭に描く指導者が多いと思うが，学習指導要領で示されている「創作」の活動内容はもっと幅広いもの
である。
 この事例は，生徒の身近で聞くことのできる「生活音」や「自然音」，「動物などの鳴き声」，あるいは「様子を
表す言葉」などのいわゆるオノマトペを使って，複数人で「言葉」（オノマトペ）を重ねたり，つなげたり，構成を
工夫して音楽をつくる活動である。
 五線譜や音符・休符を用いないので，読譜や記譜に対し苦手意識を持っている生徒にも活動に意欲的に取
り組むことができる。
 オノマトペとは擬声語と呼ばれるもので，「擬音語」（物が発する音や声をまねて字句で描写したもの）と「擬
態語」（状態や心情など，音のしないものを音によって表す言葉）に分けられる。

活動 1 に入る前に，オノマトペについて説明する必要がある。さらに，教科書の「はじめに」の例
の余白に，一人５～６個程度考えてから記入させる。次に，それらを発表しクラス全員で共有させると，次の活
動の時間の短縮につなげることができる。

５～６人のグループになり，表現したいテーマを決め，さまざまな言葉で表してみよう。

 活動 1 は，グループでのテーマ設定である。テーマは何でも良いが，ここであまり時間を取らないようにす
ること。活動が停滞しているグループがあれば，机間指導し，ヒントを与えると良い。

《テーマの例》  楽しいお料理，学校の昼休み，吹奏楽部の練習風景
  テーマにそった言葉を考えさせるわけだが，重ねた時のことを考え，
  なるべく多くの言葉を考えさせることが望ましい。
《「楽しいお料理」の例》 トントントントン，シャカシャカ，ジュージュー，ジュワーーーーッ，ジャーーーーー，
  バタン！，チーン，コロッ，ガチャーン，パリン，グツグツ，モアモア，プ～～ン，ドロッ，

1 で表した言葉をカードにして，繰り返したり重ねたりしてテーマを表現してみよう。

 グループで考えた出した言葉を幾つか選びカードに書かせる。次に実際に発音させリズムや抑揚を確認さ
せる。言葉を重ねる際に工夫が必要である。例えば，ポッポー，クルックー，チュンチュン，チチーチーをリズム
譜で表すと以下のようなリズムが想定される。

 これを４つ重ねて表現しても，「チチーチー」が一拍ずつズレていく位で，テクスチュア（音の重なり）としてあ
まり面白くない。実際の鳥が同じ速度で鳴くはずはなく，好き勝手に鳴いているわけである。
 この活動は拍節的な音楽をつくるわけではないので，各自が自由な速度で表現しても良いわけである。し
かし，これではただのデタラメになりかねない。そこで工夫が必要になるのである。

音色の工夫をさせよう

 声で表現するのが原則であるが，例えば，犬が「ワン！！」と吠える部分ではカウベルなどを使って強
調させても良いだろう。更に，「パタパタパタ」と鳥たちが飛び立つ部分では，羽音を体のどこかの部
分を叩いて表現させても良いだろう。

途中経過を発表させよう

 完成した作品を発表するのは当然であるが，中間発表を行おう。他のグループの工夫を確認し，更
に良い作品になるよう工夫させることは創作活動においては大切なことである。

チチーチー チチーチー チチーチー

チュン チュン チュン チュン チュン
チュン チュン チュン チュン チュン

クルックー クルックー クルックー クルックー クルックー

ポ ッ ポ ー ・ ・ ポ ッ ポ ー ・ ・ ポ ッ ポ ー ポ ッ ポ ー ポ ッ ポ ー ・

1

3

2

ポッ

ア

全体の構成を考えながら音楽をつくろう

ポー

イ

クルッ クー

ウ

チュンチュン

エ

チ チーチー

評価計画
（モデルプラン）

年間指導計画
（モデルプラン）

中学音楽   音楽のおくりもの
教師用指導書  解説編

学びのユニット赤　刷 資料
特別支援教育

1
教材解説学びのユニット

について

学習内容 学習活動 ・ 留意点学習内容学習内容 学習活動 ・ 留意点

4

「弦楽合奏のセレナード」第
１楽章について，これまで
の学習で学んだ知識を活
用して，よさや美しさを味わ
いながら聴く。

「秋」第１楽章の曲想とリト
ルネッロ形式との関わりを
理解しながら鑑賞する。

● リトルネッロ形式による音楽の構造を捉えながら，「春」第１楽章と
「秋」第１楽章を聴取する。

● 「似ているところ（共通性）」と「違っているところ（固有性）」につい
て気がついたことや聴き取ったことを発表し合う。

● 発表した内容を板書などで整理し，学級全体で共有できるように
する。

● 「春」第１楽章と「秋」第１楽章のそれぞれについて自分なりに考え
た魅力やよさなどをワークシートにまとめる。

● リトルネッロ部やエピソード部を確認しながら聴取させ，気がつい
たことなどメモを取りながら鑑賞させる。

● ワークシートの内容を発表し合い，他者の考えを参考にしながらま
とめの鑑賞をしてワークシートを整える。

● 「春」第１楽章をもう一度鑑賞させる。

● 「秋」のソネットを教科書で確認する。

● イタリアの秋の様子を表していることを確認する。

● リトルネッロ部を聴取し，エピソード部をはさんで５回反復している
ことを理解し，気がついたことや面白いと思ったことをワークシー
トに記録する。

● ワークシートの内容を発表し合い，他者の考えを参考にしながら再
度鑑賞をして，ワークシートを整える。

● ワークシートの内容を交流することで，他者の聴き方や考え方を
参考にさせる。

3

「春」第1楽章と「秋」第1楽
章の共通性や固有性を整
理し，それぞれについて自
分なりの価値意識を考え，
発表・交流する。

● 弦楽オーケストラやソナタ形式による近・現代の作品としての特徴
を聴き取り，音楽の構造を捉え，音楽のよさや美しさを味わいなが
ら鑑賞する。

ユニットの指導と評価の具体

深めてみよう

評
価
の
具
体 

②

曲想とリトルネッロ形式やソネットとの関わりについて理解しているか，教科
書の記録や 3の学習で記述したワークシートの内容から評価する。

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，曲や演奏に対する評価とそ
の根拠について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に
主体的・協働的に取り組んでいるか，1～4の学習への取組みの様子を観
察し評価する。

鑑賞に関わる知識（曲想とリトルネッロ形式やソネットとの関わり）を得たり
生かしたりしながら，曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに
考え，音楽のよさや美しさを味わって聴いているか，2や 4の学習で記述し
たワークシートの内容や交流時の発表内容から評価する。

知識・技能

主体的に学習に
取り組む態度

思考･判断･表現

評
価
の
具
体 

①

「春」の曲想とリトルネッロ形式による音楽の構造の関わりを理解している
か，教科書の記録や 2の学習で記述したワークシートの内容から評価する。

「春」のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組んでいる
か，1～2の学習への取組みの様子を観察し評価する。

「春」に対する評価とその根拠について自分なりに考え音楽のよさや美しさを
味わって聴いているか，2の学習で記述したワークシートの内容や交流時の
発表内容から評価する。

知識・技能

主体的に学習に
取り組む態度

思考･判断･表現

楽曲全体の構成を聴き取ったり，自分の考えをまとめたりするため
のワークシートを準備しています。

リンク⑥の活用

評価計画
（モデルプラン）

年間指導計画
（モデルプラン）

中学音楽   音楽のおくりもの
教師用指導書  解説編

赤　刷 資料
特別支援教育教材解説

1
学びのユニット学びのユニット

について

「教師用指導書解説編」には，教科書の縮刷り上に指導のポイントを朱書きで示した「赤刷」，
各ユニットの指導と評価の具体を丁寧に説明した「学びのユニット」，表現教材における活動の事例や
鑑賞教材における詳しい楽曲解説などをまとめた「教材解説」が掲載されています。

「赤刷」
「学びのユニット」
「教材解説」

教師用指導書 解説編 （「赤刷」「学びのユニット（ユニットの指導と評価の具体）」「教材解説」）

教師用指導書・デジタル教科書等のご紹介

紙面の例（抜粋）
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●	音楽鑑賞用DVD
	 鑑賞教材を中心とした映像資料集「中学校音楽鑑賞用教材集」，
	 能，狂言，歌舞伎などの映像をコンパクトにまとめた「日本の伝統音楽」，
	 世界各地のさまざまな声や楽器の映像を集めた「世界の諸民族の音楽」，
	 管弦打楽器の特徴，リハーサル風景，裏方の仕事など，
	 オーケストラの魅力が満載の「オーケストラ入門」など。
●	曲集
	 混声合唱曲集「music jam SENIOR 1～4」「J-CHORUS」，
	 西澤健治作品集「With you ありがとう」「風と恋人」，川崎絵都夫作品集「夢の風」，
	 同声・女声合唱の楽しみ「花はいろ」（川上弥栄子 編），
	「ケチャ・パーティ」（橋本龍雄 編・著）  他

教材品

視覚障害のある生徒などが見やすく使いやすいように，通常の教科書をもとに，
文字を大きくしたりレイアウトをし直したりして再編した教科書です。

教師用指導書・デジタル教科書等のご紹介

学習者用デジタル教科書

	 何度でも書いたり消したりでき，考えの共有に役立ちます。

●	三つの基本機能
	〈拡大〉〈ページ送り戻り〉〈ペン・消しゴム〉の三つの基本機能がいつでも表示されるので，すぐに使えます。

●	まなびリンクへのアクセス
	 約120の「まなびリンク」にページから直接アクセスできます。

●	学習支援機能
	 自動音声読み上げ
	 総ルビ（ふりがな）
	 分かち書き
	 リフロー（たて書き／よこ書き変更，書体変更，文字サイズ変更，色変更，行間変更）

（以下の内容は，変更の可能性があります。）

日本の伝統音楽 世界の諸民族の音楽 オーケストラ入門

J-CHORUS With	you	ありがとうmusic	jam	SENIOR	4

拡大教科書

曲集に掲載されて
いる楽曲の範唱と
カラピアノを収録
したCDもご用意
しております。
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